
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 

主日の福音 2023/12/10(No.1268) 

待降節第 2 主日 (マルコ 1:1-8) 
主の道を整え、道筋を真っ直ぐにせよ 

 

「主の道を整え、その道筋をまっすぐにせよ。」（1・3）イザヤの
ことばは、洗礼者ヨハネによって実現しました。曲がりくねった道、あ
あ言えばこう言う、これが現実です。それでもヨハネは、ダメなものは
ダメと、曲がったことと決して妥協せずに救い主到来を準備させました。 

しかし周りを見れば、曲がったことと妥協したり折り合いを付けた
りして生きています。たとえ人の道に反すると思っていても、「人の道
に反しています」とはっきり指摘を受けてさえも、臆病になり真っ直ぐ
にすべきことができない、哀れな現実があります。洗礼者ヨハネの、竹
を割ったような真っ直ぐな歩き方に合わせることができない人は、うつ
むくばかりです。  

しかし、あとから来られる救い主は、弱くて道筋を真っ直ぐにでき
ない哀れな人にも、憐れみをかけ、赦しを与えようとされます。私たち
はその方を今まさに待ち望んでいるのです。仮に「悔い改めます」と、
日に七度告白するような人にも、希望を持たせてくれるお方です。  

まことの罪の赦しを届けに来る救い主は、どんなに有難いことでし
ょう。洗礼者ヨハネの洗礼は、「悔い改めの洗礼」と言われました。ヨ
ハネの洗礼は、律法に背く状態から、律法にかなう状態に改めるところ
まででした。一方、後から来られる救い主は、掟によっては救えないよ
うな深い闇に住む人々にも光となってくださる方です。  

先週から、クリスマス前の赦しの秘跡を案内しています。全員クリ
スマスの前に受ける必要は無いかも知れませんが、この秘跡は自分の努
力だけでは道を真っ直ぐに歩けない私たちを赦して、大きな愛で包んで
くださるイエス様の恵みです。よりよい降誕祭を迎えるために、積極的
にあずかりましょう。  

赦しの秘跡で、償いとして「愛のわざを一つ果たしてください」と
言われたら皆さんどうしますか。もし、今日でしたら９時のミサ後に青
年会がミニバザーを用意しています。ミニバザーに顔を出して協力して
くださるなら、それは確実に「愛のわざ」となります。ほかにも、主日
のミサ参加にとどまっている人が、月曜日から土曜日、平日のミサに一
回でも参加するなら、それは立派な「愛のわざ」だと思います。  

平日のミサに参加するには眠気に打ち勝ったり、忙しい時間をやり
くりしたり大変だと思いますが、それをあえて引き受ける。その「愛の
わざ」は、ご降誕のその日に必ず、報いとなって返ってくる。中田神父
はそう思います。バザーに顔を出すか、平日のミサに参加する。私は具
体例を示しました。どちらでもけっこうです。  

「歩く道を真っ直ぐにするように、私たちは期待されている。」あ
なたがそう思うなら、ぜひ自分にできることを考え、実行しましょう。
待降節にささげた私たちの愛のわざに、おいでになる救い主ははるかに
優れた喜びで報いてくださいます。洗礼者ヨハネもこう言っているので
す。「わたしよりも優れた方が、後から来られる。」（1・7）  

待降節第 3 主日 (ヨハネ 1:6-8,19-28) 


